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要旨 
 本研究は、山口県における観光需要の季節変動性につい

て、19の市町における2013年から2018年の6年間のパ

ネルデータを用いて分析するものである。分析では、季節

変動性に影響を与える要因を、自然的要因である気象デー

タと社会的要因である祭りやスポーツイベント、遺産や美

術館・博物館などのデータを用いて推定を行った。分析結

果、（1）国内観光では、自然的要因では、日照時間、風速、

降水量という気象要因が、社会的要因としては、祭り、国

宝・重要文化財、記念物・天然記念物、国立公園・国定公

園、動物園・水族館が、それぞれ観光需要を刺激する作用

を持っていること、（2）訪日観光客では、美術館・博物館

のみが観光需要の誘因となっていることが明らかになっ

た。 
 
１．はじめに 
世界的な観光需要の高まりから、それぞれの国・地域に

おいて、その需要を取り込もうと様々な施策が打ち出され

ており、日本でも、観光は地方創生戦略の一つとして期待

されている。山口県では、高度成長期の1971年に「山口

県観光開発基本構想」にはじまり、2009 年の「山口県年

間観光客3千万人構想実現アクション・プラン」、2013年

の「やまぐち観光推進計画」、そして2015年12月に「お

いでませ山口観光振興条例」の制定など、観光に対して施

策を打ち出してきた。山口県には、松下村塾に代表される

ような明治維新などの史跡や国宝瑠璃光寺などの室町時

代に栄えた大内文化などの歴史・文化遺産、日本最大級の

カルスト台地である秋吉台や瀬戸内海の景観などの自然

環境のように、魅力的な観光資源が数多く存在する。 
図1は、山口県の国内観光客と訪日観光客の宿泊者数と

訪問者数を表している。図1から、訪問者数と比べて宿泊

者数は少なく、また、国内観光と比べて訪日観光客は少な

いことがわかる。山口県の方針としても、より多くの訪問

客が山口県内に滞在してもらい、さらに海外からの訪日観

光客を増やすことを目指している（山口県観光スポーツ文

化部，2017）。 
また、図2は、月別の国内観光客と訪日観光客の訪問者

数を示している。この図は、訪問者数の季節変動性を意味

している。国内観光客の季節変動性は、年度ごとに安定し

ている一方で、訪日観光客数は、年々増加傾向にあり、ま

た、変動の波も年によって異なることがわかる。国内観光

客でみれば、下記に変動の波の頂点があり、次の山が5月

と10，11月に来ていることがわかる。 
山口の観光について分析した主な研究として、齋藤

（2005、2006）、野村など（2011）がある。齋藤（2005、
2006）は、山口県の産業観光の可能性について、産業別・

地域別に論じている。産業観光とは「現在稼働中の工場や

技術を視察・見学、体験したり、産業遺構や博物館・資料

館などで学習したり」（齋藤，2005：75）するような観光

の形態である。山口県でいえば、2015年に登録された「明

治日本の産業革命 萩の産業遺跡群」などの遺産、瀬戸内

工業地域に代表される製造業の工場地帯、あるいは、農林

水産物などが観光資源として期待できる。齋藤（2005、
2006）の研究から、従来には検討されてこなかった産業観

光という視点から、新たな地域ごとの観光資源が見いださ

れた。 
野村など（2011）は、産業連関表を用いて、山口市湯田

温泉と萩市に周遊した観光客の消費活動が生産活動にど

れほどの波及効果を持っているかを推定している。この研

究結果によれば、周遊型の観光が県内外での生産活動を誘

発し、雇用を創出している。さらに、分析から、山口県内

よりも県外への波及効果の方が大きいことが明らかにな
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り、その漏出している経済効果をより県内で循環させる必

要性を示唆している。 
しかし、従来の研究では、どのような要因が観光客（需

要）を誘引しているかについて十分に議論されていない。

観光地側の要因は、年間を通じて観光客を引きつける要因

と、ある一時点で観光客を増やす要因に分けることができ

る。地域の自然環境や歴史・文化遺産のような地域資源は、

魅力的な観光資源として年間を通じて観光客を引きつけ

る要因であり、祭りやスポーツイベントのような観光イベ

ントは一時点の観光客を増やす要因である。 
 

 

 

図 1：宿泊者数と訪問者数（単位は万人） 

出所：2012 年から 2018 年の『山口県の宿泊者及び観光客の動向』をもとに筆者が作成。 

 

 

図 2：月別の訪問者数（単位は万人） 

出所：2012 年から 2018 年の『山口県の宿泊者及び観光客の動向』をもとに筆者が作成。 

 

これらの要因に加えて、旅行業者が企画するキャンペ

ーン、広告、ツアープラン、祝日や大型連休のような社

会制度、あるいは、気象条件なども観光需要に変動をも

たらたす要因として挙げられる（大井，2011）。 

これらの要素が相互に関連することで地域の魅力が生

み出され、それらの魅力が観光需要を刺激し、需要に波

（季節変動性）を作り出す。野村ほか（2011）でも指摘

されているように、観光需要の高まりは地域経済に恩恵
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をもたらす。 
ただし、観光の季節変動性があまりにも大きいと設備

投資が過少になったり、雇用環境が不安定となったり、

宿泊業などの生産性が低下したりなどの負の面もあるこ

とが指摘されている（大井, 2011；齋藤, 2016；Saito and 
Romão, 2018）。 
例えば、齋藤（2017）及び Saito and Romão (2017) 

は、スペインにおける宿泊業の季節変動性と宿泊業の生

産性の関係を分析している。彼らの研究では、繁忙期の

宿泊者数は生産性に正の効果を持つ一方で、季節変動性

が増加すると生産性が下がることを明らかにしている。

さらに、この研究では、パネルデータ分析から季節変動

性を緩和する要因も明らかにしいる。その結果、世界遺

産数と博物館数は季節変動を緩和する効果が示された。 
今後、山口県が持続的な観光振興を図っていくために

は、どのような観光資源やイベントが観光客を誘引する

要因となっているのかを分析することは重要である。そ

こで、本論文は、山口県の各市町を対象に、どのような

地域資源が観光客を引き寄せる誘因となるかを明らかに

することで、観光需要の季節変動を分析することを目的

とする。観光需要の季節変動性を分析するためには、年

次データではなく、日次データ、月次データを用いて分

析する必要がある。入手可能な統計では、月次データの

みなので、本研究では、月次データを用いて分析を行う。 
以下では、まず、Gini係数を用いて県内の季節変動性

を指標化して分析する。次に、観光需要と自然的要因と

社会的要因との関係性をパネルデータ分析によって明ら

かにする。 
 
２．Gini 係数を用いた山口県の季節変動性 
 本節では、観光の季節変動性を把握するためにGini係
数を用いた分析を行う。Gini係数は、所得の不平等度を

測る指標として用いられるが、観光の季節変動性の計測

にも応用されている（大井, 2016 ; 2018；齋藤, 2017、
Yabuta and Nakahira, 2019）。観光の季節変動性に用い

る際には、各月を階層（𝑛 = (1,2, … ,12)）として用いて、

各月（階層）の観光需要データ 𝑥 (𝑖 = 1,2, … ,12) の値

を用いて算出される。具体的には、以下の(1)式が用いら

れる。ここで、 �̅� は観光需要データの平均である。 

𝐺 =
∑ ∑

̅
               (1) 

 
図 3は、2018 年における国内観光客と訪日観光客の

Gini をプロットしたものである。縦軸と横軸に引かれ

た破線は、それぞれの平均値である。この図から、各地

域で異なる季節変動性を持っており、また、地域ごと

に、観光客全体と訪日観光客で、それぞれ異なる季節性

を持っていることが分かる。 
図 3の破線は、観光客全体と訪日観光客の全域におけ

る Gini 係数の平均値である。各市町の観光客の大半が

国内観光客であることを考慮すると、これは、国内観光

と訪日観光客の違いとして捉えられる。ここで、国内観

光と訪日観光客のそれぞれの季節変動の大きさから、観

光地の特色を見出すことができる。例えば、宇部市は、

国内観光と訪日観光客の両方の季節変動において平均よ

りも小さい観光地といえるし、周防大島は国内観光の季

節変動は比較的に小さい一方で、訪日観光客の季節変動

は大きい観光といえる。 
ただし、この図は、平成30年度のみのデータなので、

一概に、それぞれの地域の特色を表しているわけではな

い。そこで、2013 年から 2018 年までの Gini 係数の平

均値を地域ごとにプロットした（図 3を参照）。ここから

も、国内観光客と訪日観光客とは異なる季節性を持って

いることが分かる。なお、下松市や阿武町などは、年に

よって訪日観光客数に波が大きく、図 3と図 4の値で乖

離が生じている。 
では、国内観光客と訪日観光客のそれぞれ、どのよう

な誘因によって引き寄せるのだろうか。自然的要因とし

て気象データを用いた観光の季節変動性のパネルデータ

分析としては、Nakahira and Yabuta (2019)がある。こ

の研究では、社会的要因については、物価水準を変数と

して用いているが、観光資源やイベントなどは考慮され

ていない。そこで、本研究では、観光客数を被説明変数、

自然的要因と社会的要因の両方を説明変数として推定を

行う。次節では、県内の 19の市町における2013 年から

2018 年の 6 年間のパネルデータを作成し、自然的要因

と社会的要因のそれぞれが観光需要に与える影響を推定

する。
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図 3：2018 年の国内観光客数と訪日観光客の Gini 係数 

出所：2018 年の『山口県の宿泊者及び観光客の動向』をもとに筆者が作成。 

 

 

図 4：19 の市における 2013 年から 2018 年の Gini 係数平均値 

出所：2013 年から 2018 年の『山口県の宿泊者及び観光客の動向』をもとに筆者が作成。 

 

 

３．パネルデータを用いた季節変動性の推定 
3.1. 変数とモデルの説明 
前述したように、観光の季節変動性を生み出す要因に

は、自然的要因と社会的要因がある。社会的要因は、公

園や景観、美術館・博物館や遺跡・遺産のような一年間

を通じて地域に存在するストックとしての観光資源と、

ある特定の月に開催される祭りやスポーツイベントのよ

うな一時的に観光客を誘致する観光イベントに分けられ

る。公園や名勝地は、自然的要因に分類されることもで

きるが、本研究では、これらは人的な介入のある観光資

源として社会的要因に含める。一方、自然的要因は、人

間が干渉することができない気象の要素を変数として用

いる。 
ここで、ストックとしての観光資源は、各地域の（横

断面での）の固定効果（𝜇 ）として捉えることができる。

つまり、各市における、文化資本や自然資本などの観光

資源の賦存量は、時間を通じて変化しない地域ごとの固

有性である。また、県全体における時点ごとの固有の影
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響（𝜆 ）も推定に配慮すべきである。時点ごとの固有

の影響（𝜆 ）としては、祝日や大型連休のような変数が

当てはまる。そこで、自然的要因と社会的要因の変数も

取り込んだ(2)式を推定する。各変数の略称は、表3を参

照されたい。 
 そこで、本研究では、観光需要に影響する観光資源に

関心があるために、地域ごとの（横断面での）固定効果

を明示的に変数として取り込んでいく。そのため、それ

らの要因をコントロールする固定効果モデルでの推定で

はなく、変量効果モデルでの推定を行うこととした。た

だし、社会的要因が固定効果として妥当であるかどうか

を確認するために、自然的要因のみを変数として用いて

二方面固定効果モデルと変量効果モデルも推定し、結果

に大きな違いがないかを確認することでモデルの頑健性

を確認する。 
 
𝑇𝑜𝑢𝑟𝑖𝑠𝑡 = 𝛼 + 𝛽 𝑆𝑢𝑛 + 𝛽 𝑅𝑎𝑖𝑛 + 𝛽 𝑇𝑒𝑚𝑝 + 

𝛽 𝑊𝑖𝑛𝑑 + 𝛽 𝑆ℎ𝑖𝑛𝑘𝑎𝑛𝑠𝑒𝑛 + 𝛽 𝐴𝑖𝑟𝑝𝑜𝑟𝑡 +

𝛽 𝐹𝑒𝑠𝑡𝑖𝑣𝑎𝑙 + 𝛽 𝑀𝑒𝑚𝑜𝑟𝑖𝑎𝑙 + 𝛽 𝑃𝑎𝑟𝑘 +

𝛽 𝐻𝑒𝑟𝑖𝑡𝑎𝑔𝑒 + 𝛽 𝑍𝑜𝑜 ∙ 𝐴𝑞𝑢𝑎 + 𝛽 𝑂𝑛𝑠𝑒𝑛 +

𝛽 𝑀𝑢𝑠𝑒𝑢𝑚 + 𝛽 𝑅𝑢𝑛𝑛𝑖𝑛𝑔 + 𝜆 + 𝜀  (2) 
 
国内観光客数と訪日観光客数は、山口県観光スポーツ

文化部観光政策課が発行している「山口県の宿泊者及び

観光客の動向」（平成 25 年～平成 30 年度）からデータ

を得た。観光の季節変動性の推定を行う際は、観光需要

として宿泊者数を用いる研究もあるが、市町レベルでの

月別宿泊者数の統計は入手できないために、今回の研究

では、訪問者数を需要として用いることとした。 
自然的要因である日照時間、降水量、気温、風速に関

するデータは、国土交通省気象庁から入手した 1)。これ

らのデータは、なお、気象データが入手できなかった市

町は、隣接している地域のデータを用いることとした 2)。 
自然資本としては、記念物・天然記念物の登録件数、

市内に存在する国立公園・国定公園の数を変数として採

用する。国立公園としては、瀬戸内海国立公園、国定公

園としては、西中国国定公園、北長門海岸国定公園、秋

吉台国定公園を対象とし、地域内に存在している公園の

数を変数とした。なお、瀬戸内海国立公園は、複数の地

域（岩国市、周防大島町、上関町、柳井市、平生町、田

布施町、光市、下松市、周南市、防府市、下関市）にま

たがって存在している。本研究では、これらの地域すべ

てにおいて瀬戸内海国立公園を含んでいるものとしてカ

ウントした。 
文化資本としては、祭り開催の有無、国宝・重要文化

財の登録件数、美術館・博物館（学習施設を含む）と動

物園・水族館の有無、温泉施設の数を変数として取り扱

う。なお、博物館（学習施設を含む）には、地域の産業

やその歴史に関する学習施設も含まれており、その中に

は、齋藤（2005, 2006）のいう産業観光の一部を含んで

いるとも解釈できる。 
祭りについては、「（山口県の旅行・観光情報）おいで

ませ山口へ」で紹介されている祭り・イベントを参照し

て変数を作成した。具体的には、市ごとに、祭り・イベ

ントのある月を 1、ない月を 0 とするダミー変数を作成

した。マラソン・ロードレースのイベントは、各市町の

行政と関連団体にヒアリングを行って選出した。 
動物園・水族館についても、地域に動物園・水族館が

存在していれば1、なければ0のダミー変数を作成した。

美術館・博物館（学習施設を含む）の数は、「（山口県の

旅行・観光情報）おいでませ山口へ」に紹介されている

ものから選別して利用した。 
温泉施設についても、「（山口県の旅行・観光情報）お

いでませ山口へ」で紹介されている温泉地・温泉施設を

参照して変数を作成した。湯田温泉については、同サイ

トでは具体的な施設数が書かれていなかったので、湯田

温泉旅館組合のホームページに紹介されている外来湯の

施設などを参照した。 
また、他の影響をコントロールするために、新幹線・

空港・フェリーのダミー変数と人口も変数として用いる。

新幹線ダミー変数は、新幹線の駅がある岩国市、周南市、

山口市、山陽小野田市、下関市を1、それ以外の市を 0と

する変数である。同様に、空港ダミーは、岩国市、宇部

市を 1、それ以外の市を 0 とする変数である。新幹線の

駅は、山陽地域の主要都市に立地していることから、新

幹線ダミーは、山陽と山陰の地域差のコントロール変数

とも解釈できる。 
それぞれの変数の詳細は、表1と表2に整理されてい

る。また、表 3 は、基本統計量を示したものである。な

お、推定の際は、係数間の比較ができるように、ダミー

変数以外は、平均 0、分散 1 に基準化した値に修正する

（Z値変換）。 
なお、観光客数と自然要因の変数については、単位根

検定（ADF検定、PP-Fisher検定、Levin, Lin & Chu検

定）を実施した結果、すべての変数で単位根がないこと

が確認された。よって、これらの変数は、すべて定常性

なデータとして取り扱うこととする。 
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表 1：地域ごとのマラソン・ロードレース、祭りの一覧 

 マラソン・ロードレース 祭り 

岩国市 
日米親善錦帯マラソン(4 月), , 錦帯橋ロードレース(4月),「伝説の里・二鹿」しゃくなげマラソ

ン大会(5月)、ツールドゆう(11 月) 

錦帯橋まつり（4月） 

和木町 蜂ヶ峯クロスカントリー大会(2 月、～2016 年)  

周防大島町 サザン・セト大島ロードレース(2月) サタフラ（サタデーフラ）（7、8 月） 

柳井市 柳井市短縮マラソン(1月)、サザン・セト大島ロードレース(2月) 柳井金魚ちょうちん祭り（8 月） 

田布施町 サザン・セト大島ロードレース(2月)、田布施川さくら健康マラソン大会(4月)  

上関町 サザン・セト大島ロードレース(2月)、 上関神明祭（1月） 

平生町 
サザン・セト大島ロードレース(2 月)、HIRAO 風緑マラソン(5 月、2014 年～)、大星山サイクル

フェスタ(10月) 

 

光市 コバルトウォーク (2 月)、藤公の里マラソン大会(3月、～2015 年)、ビーチラン (6月)  

周南市 周南24 時間リレーマラソン(9 月)、大津島ポテトマラソン(12 月) 周南冬のツリーまつり（10～1月） 

下松市 駅伝マラソン(1 月)、くだまつ笠戸島アイランドトレイル(2月、2016 年～) 稲穂祭（11月） 

防府市 防府読売マラソン(12 月) 防府天満宮御神幸祭（11 月） 

山口市 
全日本実業団 山口ハーフマラソン(3 月), 6 時間リレーマラソン(3 月)、きらら☆ドームリレーマ

ラソン(11 月、2013 年のみ12 月),  萩往還(5月) 

湯田温泉白狐まつり山口市（4月）、山口七夕ちょうちんまつり（8 月）、えび狩り

世界選手権大会山口市（9月＊2016 年のみ8 月） 

美祢市 
美祢秋吉台高原マラソン(3月、～2016 年)、Mine 秋吉台ジオパークマラソン(3月、2017 年～)、

秋吉台カルストロードレース(9 月)、秋吉台カルスト TRAIL RUN(10 月) 

秋吉台山焼き（2月）、秋吉台観光まつり花火大会（7月） 

萩市 ワンデーウォーク(3 月)、維新の里萩城下町マラソン(12 月) 
萩大茶会（5 月）、着物ウィークin 萩（10月）、萩時代まつり（11 月） 

⾧門市 
青海島健康マラソン(2 月)、ＯＮＳＥＮガストロノミーウォーキング in 俵山温泉(2017 年 7 月、

2018 年3月)、汗汗フェスタ(8月)、ながとブルーオーシャンライド(11 月) 

通くじらまつり⾧門市（7月）、ながと仙崎花火大会（7 月） 

阿武町 ABU スイムラン(7月、2018 年～)  

下関市 ツール・ド・下関（10 月）、下関海響マラソン(11月)、下関歴史ウォーク(11月) 
下関ふくの日まつり（4 月）、しものせき海峡まつり（5 月）、下関さかな祭（11

月） 

宇部市 くすのきカントリーマラソン(3 月) 宇部まつり（11月） 

山陽小野田市 山陽小野田市民マラソン(1月)、寝太郎マラソン(2018 年3月) 寝太郎まつり（4月） 

出所：「（山口県の旅行・観光情報）おいでませ山口へ」と各自治体などのホームページを参照して作成。 

 

表 2：地域ごとの国宝・重要文化財、記念物・天然記念物、国立・国定公園の一覧 

 国宝・重要文化財（〇は国宝） 記念物・天然記念物 国立公園・国定公園、動物園・水族館 温泉施設 

岩国市 

〇刀〈金象嵌銘天正十三十二月日江本阿弥磨上之（花

押）／所持稲葉勘右衛門尉（名物稲葉江）〉、太刀銘為

次、吉香神社、旧目加田家住宅、太刀銘備前国福岡住左

兵衛尉⾧則、太刀銘安吉、太刀銘貞和三年丁亥十月日 

守吉作 防州白崎八幡宮御剣 願主源兼胤、山道草花鶴亀

文繍箔胴服、色々 威腹巻、紙本墨書吾妻鏡、紙本墨書細

字法華経八巻、太平記（吉川元春筆）、元亨釈書（吉川

経基筆）、吉川家文書、周防祖生の柱松行事、岩国行波

の神舞、錦帯橋 

岩国のシロヘビ、岩屋観音窟 

瀬戸内海国立公園、西中国国定公園 雙津峡温泉、錦帯橋温泉、深谷峡温泉、由宇温泉 

和木町     

周防大島町 
木造阿弥陀如来坐像、周防大島東部の生産用具、国森家

住宅（山口県柳井市柳井津）、久賀の諸職用具 
安下庄のシナナシ 

瀬戸内海国立公園、なぎさ水族館 竜崎温泉、周防大島温泉、片添ヶ浜温泉 

柳井市 
国森家住宅（山口県柳井市柳井津）、阿月の神明祭、茶臼

山古墳 
余田臥龍梅 

瀬戸内海国立公園  
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田布施町   瀬戸内海国立公園 
 

上関町 四階楼  瀬戸内海国立公園 
上関温泉 

平生町   瀬戸内海国立公園 
 

光市 石城神社本殿、銅鐘、（彫金）山本 晃、石城山神籠石 峨嵋山樹林 瀬戸内海国立公園  

周南市 
絹本著色陶弘護像 、三作神楽、八代のツルおよびその

渡来地 
大玉スギ 瀬戸内海国立公園 

石渡温泉、呼鶴温泉、湯野温泉（4施設）、三丘温泉

（4施設） 

下松市 閼伽井坊多宝塔  徳山動物園 大城温泉・潮騒の湯、鶴ヶ浜温泉 

防府市 

〇淡彩四季山水図（雪舟筆）、〇古今和歌集巻第八(高野

切本) 、〇史記呂后本紀第九、〇鉄宝塔(水晶五輪塔共)、

〇菊造腰刀・刀身・無銘・伝当麻、旧毛利家本邸、国分

寺金堂、紙本著色松崎天神縁起、紙本著色毛利元就像、

木造薬師如来坐像(金堂安置)、木造重源坐像、木造大日

如来坐像、木造阿弥陀如来坐像、木造日光菩薩立像・木

造月光菩薩立像、木造四天王立像、木造金剛力士立像、

木造獅子頭  

エヒメアヤメ自生南限地帯、向島タヌキ生

息地 

向島タヌキ生息地  

山口市 

〇瑠璃光寺五重塔、有近家住宅、今八幡宮本殿、今八幡

宮拝殿、今八幡宮楼門、平清水八幡宮本殿、八坂神社本

殿、古熊神社本殿、洞春寺観音堂、古熊神社拝殿、月輪

寺薬師堂、洞春寺山門、山口県旧県庁舎及び県会議事堂、

正八幡宮、龍福寺本堂、絹本著色維摩居士像、絹本著色

毛利元就像 

小郡のナギ自生北限地帯、平川の大スギ、法

泉寺のシンパク、山口ゲンジボタル発生地、

出雲神社ツルマンリョウ自生地、龍蔵寺の

イチョウ 

 湯田温泉（7施設）、宮野温泉、⾧沢温泉、島地温泉、

柚木慈生温泉、阿知須温泉（2）、願成就温泉 

美祢市 

⾧登銅山跡 

景清穴、中尾洞、大正洞、万倉の大岩郷 

秋吉台国定公園 

秋吉台自然動物公園サファリランド 

景清洞トロン温泉、湯の口温泉 

萩市 

宇部市渡辺翁記念会館、大照院、常念寺表門、旧厚狭毛

利家萩屋敷⾧屋、東光寺、森田家住宅、菊屋家住宅、熊

谷家住宅、口羽家住宅、絹本著色春冬山水図（戴文進筆）、

木造聖観音立像、木造千手観音立像、木造赤童子立像、

太刀銘延吉 附 絲巻太刀拵、太刀銘光房弘安三年十月日 

附 革包太刀拵、雪峯東山空和尚外集(石屏子介手沢本)、

須佐宝泉寺・黄帝社奉納船絵馬、 

須佐湾、明神池、笠山コウライタチバナ自生

地、見島ウシ産地、見島のカメ生息地、須佐

高山の磁石石、川上のユズおよびナンテン

自生地、指月山 

北⾧門海岸国定公園 萩本陣温泉、萩指月温泉、萩温泉郷、はぎ温泉、阿

武川温泉、田万川温泉憩いの湯 

⾧門市 

早川家住宅、木造釈迦如来立像・木造阿弥陀如来立像、

赤崎神社楽桟敷、⾧門の捕鯨用具、大日比ナツミカン原

樹、青海島鯨墓、村田清風旧宅及び墓 

大日比ナツミカン原樹、青海島、俵島、竜宮

の潮吹、木屋川・音信川ゲンジボタル発生地 

瀬戸内海国立公園、北⾧門海岸国定公園 湯本温泉（11施設）、俵山温泉（40）、黄波戸温泉、

油谷湾温泉、湯免温泉 

阿武町 白須たたら製鉄遺跡  北⾧門海岸国定公園 日本海温泉 

下関市 

〇功山寺仏殿、〇住吉神社本殿、旧下関英国領事館、住

吉神社拝殿、絹本著色十二天曼荼羅図、木造不動明王立

像、木造薬師如来立像、木造阿弥陀如来坐像、銅鐘、刀 

無銘(伝則宗)、太刀 銘備州⾧船盛光、金胴牡丹唐草透唐

鞍、紙本墨書平家物語(⾧門本)、紙本墨書豊浦宮法楽和

歌、住吉神社法楽百首和歌短冊、赤間神宮文書、忌宮神

社文書 

石柱溪、川棚のクスの森、満珠樹林、干珠樹

林、大吼谷蝙蝠洞、小串エヒメアヤメ自生南

限地帯、六連島の雲母玄武岩、壁島ウ渡来

地、恩徳寺の結びイブキ 

瀬戸内海国立公園、北⾧門海岸国定公園、市立しものせき水

族館（水響館）、形山水族館 

吉見温泉、川棚温泉（14 施設）、日の出温泉、下関

つくの温泉、菊川温泉、豊田温泉、王司温泉（清龍

館）、下関温泉、津波敷温泉、一の俣温泉、大河内温

泉（3施設） 

宇部市 

絹本著色歳寒三友雙鶴図（田能村竹田筆）、南嶺子越住筑

前聖福寺諸山疏并江湖疏、慶⾧国絵図（控図）、宗隣寺庭

園 

吉部の大岩郷 宇部市常盤動物園 

宗方温泉、持世寺温泉（2施設）、片倉温泉 

山陽小野田市 
旧小野田セメント製造株式会社竪窯 

 
 

江汐温泉 

出所：「（山口県の旅行・観光情報）おいでませ山口へ」と各自治体などのホームページを参照して作成。 
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表 3：基本統計量 

 
サンプル数 平均 中央値 最大値 最小値 標準偏差. 

国内観光客 (Tourist) 1368 136225.7 85181.5 1500644 6333 165762.4 

訪日観光客 (Tourist) 1368 1162.602 105.5 31627 0 2568.885 

日照時間 (Sun) 1368 166.1537 162.25 295.2 44.5 50.5103 

降水量 (Rain) 1368 151.8284 122 605.5 2 106.9888 

気温 (Temp) 1368 18.61711 16.75 522.5 1.9 30.21946 

風速 (Wind) 1368 2.771784 2.1 24.4 1.1 2.267894 

山陽新幹線 (Shinkansen) 1368 0.315789 0 1 0 0.465 

空港 (Airport) 1368 0.157895 0 1 0 0.364776 

祭り (Festival) 1368 0.113304 0 1 0 0.31708 

記念物・天然記念物 (Memorial)  1368 2.263158 1 9 0 2.918205 

国立公園・国定公園 (Park) 1368 0.842105 1 2 0 0.670136 

国宝・重要文化財 (Heritage) 1368 1.08 4 49 0 15.39278 

動物園・水族館 (Zoo・Aqua) 1368 0.263 0 1 0 0.440508 

温泉施設（Onsen） 1368 6.631 2 54 0 12.754 

美術館・博物館（Museum） 1368 2.105263 1 9 0 2.469543 

マラソン (Running) 1368 0.086257 0 1 0 0.280846 

 
3.2. 推定結果 
以下では、パネルデータ分析の推定結果ついて、国内

観光客と訪日観光客に分けて報告する。なお、推計では、

すべての変数を加えたモデル（モデル7, 8）の他に、推

定結果の頑健性を示すために、自然的要因のみのモデル

（モデル1, 2）、自然資本を加えたモデル（3, 4）、文化遺

産を加えたモデル（5, 6）を推計した。 
 

① 国内観光客の結果 
はじめに、モデルの選定について説明したい。自然的

要因のみを考慮したモデル 1, 2では、Wu-Hausman検

定の結果から二方面変量効果モデルが採用された。つぎ

に、プールした最小二乗法モデルと変量効果モデルを選

別する Breusch-Pagan 検定の結果から、国内観光客と

外国人観光客ともに、二方面変量効果モデルが採択され

た。社会的要因も配慮したモデル 3, 4, 5, 6では、国宝・

重要文化財や動物園・水族館などの固定個別効果が含ま

れているので、横断面では固定効果モデルは採用しない。

Breusch-Pagan検定の結果、横断面と縦断面の二方面変

量効果モデルが採用された。なお、自然的要因のみを考

慮したモデルと社会的要因も考慮に入れたモデルを比べ

ても概ね結果が変わらなかったことから、モデルの頑健

性が確認できた。 
 

 

表 4：推定結果（国内観光客） 

 モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 モデル 7 モデル 8 

定数 
-0.699*** 

(0.103)  

-0.562*** 

(0.233) 

-0.031 

(0.042) 

-0.031 

(0.042) 

-0.071 

(0.048) 

-0.062*** 

(0.048) 

-0.105* 

(0.056) 

-0.092* 

(0.053) 

日照時間 
0.142** 

(0.072) 

0.170* 

 (0.096) 

0.144** 

(0.072) 

0.171* 

(0.095) 

0.144** 

(0.072) 

0.165 * 

(0.095) 

0.144** 

(0.064) 

0.159 

(0.102) 

降水量 
0.033 

(0.022) 

0.079 * 

(0.045) 

0.038* 

(0.022) 

0.082* 

(0.044) 

0.033 

(0.022) 

0.079 * 

(0.044) 

0.038** 

(0.018) 

0.086* 

(0.044) 

気温 
0.002 

(0.008) 

0.011 

(0.015) 

0.005 

(0.008) 

0.014 

(0.015) 

0.003 

(0.007)  

0.012 

(0.015)  

0.005 

(0.006) 

0.013 

(0.015) 

風速 
-0.073** 

 (0.036)  

-0.062 ** 

(0.024) 

-0.041 

(0.028) 

-0.028 

(0.017) 

-0.089** 

(0.038) 

-0.073*** 

(0.025) 

-0.082* 

(0.045) 

-0.061** 

(0.025) 

記念物・天然記念物    
 0.399*** 

(0.071) 

 0.399*** 

(0.076) 

0.336*** 

(0.124) 

0.350*** 

(0.129) 

0.33** 

(0.133) 

0.350*** 

(0.135) 

国立公園・国定公園     0.062  0.067 0.110*** 0.110 *** 0.107*** 0.106*** 
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(0.048) (0.047) (0.026) (0.025) (0.028) (0.026) 

動物園・水族館       
0.112 

(0.144) 

0.079 

(0.139) 

0.099 

(0.155) 

0.052 

(0.144) 

温泉施設     
-0.037 

(0.040) 

-0.042 

(0.040) 

-0.029 

(0.043) 

-0.038 

(0.042) 

国宝・重要文化財         
0.316*** 

(0.096) 

0.283*** 

(0.081) 

0.313*** 

(0.126) 

0.266*** 

(0.080) 

美術館・博物館     
-0.172 

(0.117) 

-0.162 

(0.112) 

-0.168 

(0.126) 

-0.158 

(0.118) 

祭り 
    

  
0.193*** 

(0.067) 

0.173*** 

(0.054) 

ロードレース          
0.065 

(0.091) 

0.084 

(0.100) 

人口 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

空港・新幹線・フェリーダミー No No Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

横断面 RE FE RE FE RE RE RE RE 

縦断面 RE FE FE FE RE FE RE FE 

F 値 

修正済み決定係数 

20.21*** 

0.06 

38.91*** 

0.741 

31.43*** 

0.182 

7.207*** 

0.268 

3.45*** 

0.157 

6.33*** 

0.248 

14.67*** 

0.138 

5.75*** 

0.232 

*** p<0.01, ** p<0.05, * p<0.10.  標準誤差は、分散不均一性と系列相関を修正したものである。 

 

では、以下で、それぞれの推定結果について説明して

いく（表 4を参照）。自然的要因については、概ね、日照

時間が長く降水量が多いと観光客が多くなり、風速が強

くなると観光客は少なくなることが示された。降水量が

多いと観光客数も多いという結果は、直観的とは反する

ものである。しかし、どの市でも降水量の多い 8 月は、

観光客が多い時期であるので、その影響が大きい可能性

がある。 
社会的要因としては、記念物・天然記念物の登録件数、

国立公園・国定公園の登録件数、国宝・重要文化財、祭

りダミーの登録件数で有意な結果が得られた。 
まず、イベントに関する変数としては、祭りの有無が

統計的に支持された一方で、マラソン・ロードレースに

ついては有意な結果が得られなかった。つまり、祭りの

ようなイベントが開催されることで観光客を誘致する効

果が期待できる。一方で、マラソン・ロードレースにつ

いては、観光客を呼び寄せる誘因としては有意な結果は

得られなかった。 
ただし、この結果は、ある一地域のイベントが観光客

を誘致する効果がないという意味ではない。あくまでも、

本推定の結果は、山口県全体として平均的な効果を意味

しているに過ぎない。また、今回の推定では、イベント

の規模を考慮せずに、単に、各イベントが開催された月

を1としてカウントしたに過ぎないので過小評価してい

ることも考えられる。この点は、最後に残された課題と

して再び言及する。 
つぎに、地域のストックされている資源では、記念物・

天然記念物の登録件数、国立公園・国定公園の登録件数、

国宝・重要文化財の登録件数で有意な結果が得られた。

これらの変数は、各地域の持つ文化資本と自然資本とし

て捉えることができる。確かに、記念物・天然記念物の

登録件数、国立公園・国定公園の登録件数、国宝・重要

文化財の登録件数も季節によって魅力度に違いはあるが、

概ね、ある一定期間において観光客を引き寄せる効果を

持つと考えることができる。 
 
② 訪日観光客の推定結果 
 訪日観光客のモデルの選定は、国内観光客のものと同

様の結果となった。表5に示されているように、推定結

果としては、自然的要因では、どの変数も有意な結果が

得られなかった。ここから、山口県においては、県内の

自然的要因によって訪日観光需要の季節変動性は生じな

いことが分かる。ただし、訪日観光客の季節変動性は、

それぞれの出地側の自然的要因、あるいは、出地側（ホ

スト）と着地側（ゲスト）の自然的な条件の差で生じる

可能性がある。 
 次に、社会的要因については、美術館・博物館（学習

施設を含む）が観光需要との関係性が統計的に示された。

国立公園・国定公園もモデル6、7、8有意な結果が得ら

れた。しかし、モデル3、4では係数の大きさと符号も異

なっており、説得力のある結果ではないと判断した。 
訪日観光客の結果としては、文化的な観光資源である

美術館・博物館（学習施設を含む）が観光需要を向上さ

せる効果が期待できよう。また、国内観光客の結果と合

わせて考えれば、美術館・博物館（学習施設を含む）は、

国内観光客よりも訪日観光客の誘因となっていることが

わかる。ただし、本稿の結果では、決定係数が低いこと

から、訪日観光客の変動を十分には説明できていない。

この理由としては、前述したように、本稿のモデルでは、

観光のホスト側のプル要因のみで観光需要を説明してい
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る。本来であれば、ゲスト側のプッシュ要因も考慮しな

ければならない。今回は、訪日観光客のデータがすべて

集計された統計しか手に入らず、どの国・地域から来て

いるかの出所が特定できなかった。今後、そのような統

計が整備された場合、ゲスト側の要因も考慮したい。 

 

表 5：推定結果（訪日観光客） 

 
モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 モデル 7 モデル 8 

定数 
-2.96×10-11* 

(0.124)  

7.63×10-11* 

(4.49×10-11) 

-0.289 

(0.265) 

-0.196 

(0.215) 

-0.662 

(0.515) 

-0.453 

(0.409) 

-0.478 

(0.366) 

-0.333 

(0.286) 

日照時間 
0.051 

(0.042) 

0.090 

 (0.096) 

0.053 

(0.043) 

0.104 

(0.167) 

0.053 

(0.043) 

0.106 

(0.166) 

0.054 

(0.044) 

0.103 

(0.168) 

降水量 
0.003 

(0.024) 

0.017 

(0.024) 

0.004 

(0.025) 

0.034 

(0.026) 

0.004 

(0.024) 

0.032 

(0.025) 

0.007 

(0.024) 

0.033 

(0.024) 

気温 
0.027 

(0.016) 

-0.027 

(0.030) 

0.025 

(0.014) 

-0.008 

(0.030) 

0.022 

(0.012)  

-0.009 

(0.030)  

0.025 

(0.014) 

-0.008 

(0.031) 

風速 
-0.055 

 (0.060)  

-0.017 

(0.032) 

-0.027 

(0.054) 

-0.013 

(0.025) 

-0.034 

(0.069) 

-0.012 

(0.030) 

-0.036 

(0.070) 

-0.013 

(0.031) 

記念物・天然記念物    
0.638 

(0.419) 

0.514 

(0.351) 

-0.414 

(0.462) 

-0.251 

(0.381) 

-0.279 

(0.381) 

-0162 

(0.332) 

国立公園・国定公園    
-0.042 

(0.196) 

0.011 

(0.156) 

0.330 

(0.231) 

0.303* 

(0.171) 

0.296** 

(0.168) 

0.281** 

(0.130) 

動物園・水族館       
1.341 

(1.085) 

0.949 

(0.813) 

1.015 

(0.806) 

0.735 

(0.620) 

温泉施設     
0.087 

(0.214) 

0.013 

(0.165) 

0.024 

(0.162) 

-0.028 

(0.132) 

国宝・重要文化財         
0.656 

(0.681) 

0.383 

(0.484) 

0.440 

(0.500) 

0.240 

(0.348) 

美術館・博物館     
0.959*** 

(0.330) 

0.814*** 

(0.235) 

0.801*** 

(0.259) 

0.710*** 

(0.118) 

祭り 
    

  
0.015 

(0.050) 

0.002 

(0.052) 

ロードレース          
0.053 

(0.060) 

0.047 

(0.074) 

人口 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

空港・新幹線・フェリーダミー No No Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

横断面 RE FE RE FE RE RE 
RE RE 

縦断面 RE FE FE FE RE FE RE FE 

F 値 

修正済み決定係数 

2.70** 

0.006 

19.71*** 

0.562 

2.90*** 

0.01 

2.52*** 

0.01 

3.45*** 

0.08 

2.54*** 

0.08 

3.25*** 

0.02 

2.56*** 

0.09 

*** p<0.01, ** p<0.05, * p<0.10.  標準誤差は、分散不均一性と系列相関を修正したものである。 

 

 以上、国内観光客と訪日観光客における月別訪問者数

のデータを用いて、季節変動に関連する自然的要因と社

会的要因が観光需要に与える影響を推定した。 
ここで、推定結果にもとづいて、若干の政策的な示唆

を加えたい。まず、国内観光客は、日照時間、降水量、

風速などの気候（自然的要因）が観光需要に影響を与え

ている一方で、訪日観光客には影響していないことが分

かった。山口県や観光産業は、国内観光客に対しては、

気候に応じた観光戦略を取るとともに、訪日観光客に対

しては、現段階では気候とは関連を持っていないことか

ら、むしろ季節ごとに需要を創出するような戦略を練る

必要がある。とりわけ、閑散期に誘致する戦略をとるこ

とを検討してはどうだろうか。 
また、自然遺産、国定公園や文化遺産という地域資源

は、観光客の誘致に関係しているものと、そうでないも

のがあった。今後は、これらの資源同士を関連させるこ

とで、新しい観光資源の創出も考えられるのではないか。 
以上のような課題に取り組むためには、県、各市町の

行政、山口県内の大学、および、観光産業が連携して、

多角的な戦略を測る必要があるだろう。その際、発想が

柔軟な学生や留学生の意見をヒアリングすることも有効

である。執筆者も、一研究者・教育者として、老若男女、
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国内外を問わず「訪れてよし」の山口県の観光のあり方

を模索したい。 
 
４．おわりに 
 本研究は、山口県の 19 の市町において、どのような

観光資源やイベントが観光需要の季節変動性を生み出し、

あるいは平準化する効果を持つかについてパネルデータ

分析を用いて分析を行った。その結果、国内観光におい

ては、日照時間、降水量、風速という気象要因と祭りは、

季節変動を生み出す要因となっており、国宝・重要文化

財、記念物・天然記念物、国立公園・国定公園、動物園・

水族館が観光需要を平準化する要因として作用している

ことがわかった。訪日観光客においては、美術館・博物

館のみが観光需要の誘因となっていることが示された。

これらから、国内観光客と訪日観光客では、異なる誘因

によって季節変動が生み出されていることが明らかにな

った。 
最後に、残された課題として4点述べたい。一つ目に、

本研究では、ホストである観光地側が訪問客を引き寄せ

るプル要因のみしか考慮していない点である。観光需要

を把握するためには、ホストだけではなく、ゲストであ

る観光客側の誘因（プッシュ要因）にも着目すべきであ

る。ただし、現状で入手可能な統計では、各市町に訪問

する観光客がどこから来ているかを特定することができ

ない。そこで、今後は、観光客に対するアンケート調査

を通して、山口県に訪問する観光客の特性や消費行動を

把握するとともに、出地側のプッシュ要因を分析するよ

うな研究が考えられる。 
二つ目は、観光資源とイベントに関する分析方法につ

いて課題である。本研究では、それぞれの観光資源やイ

ベントを一色単にまとめて推定を行っているために、特

定の施策については十分に評価することができていない。

昨今では、政策効果の因果関係を推論する手法が多く研

究されており、今後は、具体的な政策に絞って、その効

果を評価することも必要であろう。また、本研究では、

観光資源やイベントを数量化して分析したが、今後は、

それらをより質的に配慮する必要はある。例えば、美術

館や博物館においても、その施設の規模や知名度などを

考慮せずに、有無ののみに着目して数量化した。今後、

それらの観光資源やイベントの効果を図るためには、何

かしらの基準を用いて質的に区別して分析に用いること

が必要であろう。 
三つ目に、本稿では、リピーターの影響を考慮してい

ない。確かに、観光地に定期的に訪問するリピーターの

影響は大きく、また、行政や観光産業もリピーターを狙

った戦略を取っているだろう。リピーター効果を把握す

るためには、本稿のような静学的なパネルデータ分析で

はなく、一般化モーメント法（GMM）を用いた動学的な

パネルデータ分析を行う必要がある。この方法では、被

説明変数のラグ変数を説明変数に取り入れて推計するの

で、過去の訪問客数が今期の観光客数にどのような影響

を持っているかという「状態依存効果」を推計でき、そ

れをリピーター効果として解釈することができる。 
最後に、本研究では、観光地同士の関係性を考慮して

いない。野村ほか（2011）は山口県に訪問する観光客は、

いくつかの観光地を周遊する傾向が強いことを明らかに

している。これらの観光客の動向を把握するためには、

観光客へのアンケート調査による分析か、あるいは、空

間的自己相関を考慮した空間計量経済学の手法が有効で

ある。また、本稿では、福岡県と広島県の隣接効果を考

慮に入れていない。これらの影響も空間計量経済学の手

法を用いることで分析が可能となろう。 
以上、本研究には、まだ残された課題は存在するが、

これらの研究は別稿に譲りたい。 
 
【注】 
1) 気象データはすべて月の平均値を用いた。 
2) 日照時間のデータが入手できなった、宇部市と山

陽小野田市は、同じ瀬戸内海に面しており、比較

的に近い防府市のデータを用いた。また、上関町

は周防大島、平生町、田布施町は柳井市、下松市

と周南市は光市のデータをそれぞれ用いた。 
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